
友だちや保育者と
イメージを共有しながら

歴史

昔の人の暮らし

日本と世界
自分でつくる・不思議に感じる

大きさ

変化

作る

5月新聞紙でかぶとを作ってきたことで江戸時代ごっこが始まりました。
知っている武将の名前を呼びあったり、忍者も登場します。
お城を作ったり、安土桃山という時代に興味を持ったり・・・
本や図鑑を用意しておきました。保育者もイメージを共に共有し、一緒に面
白さを感じたり、環境を整えたりし遊びを支えています。
すると「食料が必要！田んぼを作ろう！」と田んぼや畑をお城の隣に作り始
めました。
幼稚園で畑の野菜のお世話をしている経験もつながっているようです。
夏の保育に向けて、いろいろな国に親しんでいくと、最近では西洋の騎士も
登場。日本だけでなく世界にも目が向き始めました。保育者もイメージを共
有し、一緒に面白さを感じたり、環境を整えたりし、遊びを支えています。

「ビーズが欲しい！」
ビーズがその日は幼稚園になかったので、作ってみることにし
ました。
プラバンに好きな形を描き、トースターで焼いてきます。
「小さくなった！」「おもしろい」と焼くと溶けていく様子に目が
離せません。もっと小さくしようと試してみたり、アクセサリーの
デザインを考えたりする姿も見られています。
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